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前述した③から⑦の文は総て ｢さっそく｣を ｢すぐ (に)｣に置き換えると
適格な文になる｡両者の本質的な違いはどこにあるのだろうか｡辞書類にあた
ってみると､類義語の記述を持つものでは ｢すぐ (に)｣と ｢さっそく｣の類
義性の扱いは以下のようであった｡
『類語例解辞典』 (小学館､1994)で ｢さっそく｣を引くと､ ｢すぐ｣の項
に関連語としてあげてある｡この辞書では ｢すぐ｣の類語として ｢じきに｣ ｢直





飛田良文 ･浅田秀子 『現代副詞用法辞典』 (1999､再版)には ｢早速｣で見
出しを立て､関連語として ｢すぐ｣ ｢すぐさま｣ ｢ただちに｣などがあげられ
ている｡ ｢すぐ｣の項の関連語としては ｢ただちに｣などとともに ｢さっそく｣
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が記載されている｡ ｢さっそく｣の用法についての解説もあるが､後述する｡
一般の辞書の中では珍しく類義語の提示を特色の一つとしている 『現代国語
辞典』 (2版､三省堂､1996)では､ ｢すぐ｣ を引くと類義語として ｢ただちに ･
さっそく ･じき (に) ･すぐさま ･即刻｣とある｡ところが､ ｢さっそく｣の








て ｢すぐ (に)｣をあげている｡例えば､小学館の 『日本国語大辞典』 (1版､
小学館､1974)では副詞として ｢にわかに｡すみやかに｡すぐに｡｣と説明し
ている｡ 『大辞林』 (2版､三省堂､1995)､ 『日本語大辞典』 (初版､講談社､
1989)､ 『大辞泉』 (初版､小学館､1995)､ 『角川国語大辞典』 (初版､角
川書店､1982)､ 『広辞苑』 (2版､岩波書店､1976)､ 『国語辞典』 (初版､
集英社､1995)､ 『現代国語例解辞典』 (3版､小学館､1986)､ 『国語辞典』
(5版､三省堂､2002)等々､定義のしかたはほぼ同じである｡
筆者があたった辞書のなかでは､わずかに 『国語大辞典』 (2版､学習研究社､





と ｢すぐ｣ がやはり顔を出す｡ 『新明解国語辞典』は ｢何か事が有ってから時
を置かずに､対応策を講じることを表す｡｣と ｢すぐ｣の呪縛から解き放たれ
てはいるが､ ｢対応策を講じる｣という問題のある説明が入ってくる｡
なお､ 『日本語大辞典』 (2版､講談社､1995)では､ ｢早速｣について､
副詞としては ｢すぐ､すぐさま､すみやかに｣と類義語による説明をしているが､

















な辞書である｡現在では森田良行 『基礎日本語辞典』 (角川書店)､グループ ･
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森田良行 (1989)には ｢すぐ｣の基本義として ｢ある状況が成立したとき､
その状況の時点､地点から隔たりがないこと｡｣があげられている6)｡
7 ｢さっそく｣と ｢すぐ (に)｣の差異
7.1 ｢きっそく｣に関する先行研究と用例





































はほとんどの場合 ｢すぐ (に)｣を ｢さっそく｣に置き換えると不自然になる｡
したがって､ ｢時間が短い｣ ｢積極性｣ ｢意識的行動｣というだけでは ｢さっ
そく｣使用の十分な要件とは言えないことになる｡
































































































7.3 ｢さっそく｣と ｢すぐ (に)｣
｢さっそく｣も ｢すぐ (に)｣も先行する行為 ･事態と後続する行為 ･事態
の2つの時点を必要とし､しかも､ 2時点の時間が短いことを表す点では共通
している｡しかし､ ｢すぐ (に)｣が国広 (前掲)で指摘され､飛田 ･浅野 (前












事をもらったことに対して､ ｢さっそくのご返事ありがとうございます｡ ｣ と
前置き抜きでも書けるように､状況の中に先行事態が存在している場合のこと
である｡
このように､ ｢さっそく｣と ｢すぐ (に)｣は2時点間の時間が短いという
意味では共通しているが､それに対する感情の有無､先行する行為 ･事態と後
続するそれとの間の強い共起制限の有無という点で裁然と異なっている｡

























上の ｢さっそく｣を ｢すぐ (に)｣に置き換えても文法上の問題はない｡し
かし､ここで ｢すぐ (に)｣とすると､弁当にありつく好機到来と勇んで変身
するたぬきの気持ちは伝わってこない｡
意味が近いこと､ ｢すぐ (に)｣は ｢さっそく｣ほど強い共起制限を持たな
いことから､ほとんどの ｢さっそく｣は ｢すぐ (に)｣で置き換えることがで
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